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予算審議の ポイント
　３月 14・15 日議長を除く議員全員で構成する予算特別委員会を開き、慎重審議した主な議論を
紹介します。
　新規事業を中心に、４つの重点指針に沿ってまとめました。　　　

●安心安全で持続可能な町づくり

●権現の湯のバイオマスボイラーの導入につい
て、その燃料については検討しているか
　Ａ 木質チップの活用などを検討している。
　Q チップ化などでさらにお金がかかるのでは。
  間伐材・松くい虫の枯損木などの利用はできな

いか。
　Ａ 研究していく。

●川西日赤病院への補助増額は
　Q 病院への負担が増えたが。3,750万円
　Ａ 令和5～9年、上限　年1億5千万円
 立科町の負担25％。佐久市65％、
 東御市10％。利用数に応じて。

●難病患者通院費は燃料費高騰
　の影響で不足となっていないか
　Ａ 単価は今のところ上回った支給となっているが

今後高騰した場合は検討して行く。

●個人の危険木伐採に補助金を新設 
   210万円
　Q 危険木伐採事業補助金とは
　Ａ 家屋やライフラインに危険を

及ぼす恐れのある私有林の立
木を伐採する場合に、所有者
からの申請に対して補助。
(補助率1/2、限度額30万円)

●庁舎に非常用発電設備　5,200万円は
　Ａ 法改正で非常用電源の72時間確保が義務付

けられたため設置するもの。停電の際、瞬
時に電力を供給出来る装置。燃料は軽油。

　Q 設置場所は。
　Ａ 役場の東側、職員の駐車スペース３・4台

の区画を使って設置したい。
　Q 老人福祉センター、体育センターなど広域

避難所にも非常用電源確保が必要ではない
か。

　Ａ 小型発電機などで対応。

●気象観測システムとは 
  51万5千円
　Ａ より正確なデータが取れるよう、アメダス

とは別に新たに白樺湖畔に設置予定。可搬
式できめ細かい予報・判断が可能となる。

●防犯灯電気料は足りるか
　Ａ 必要が生じた所で早めに補正をする。
　Q 今後の高騰の事も考えて補助

金を上げるべきでは。
　Ａ 電気料の推移も見ながら必要

に応じて増額も検討していき
たい。

●環境にやさしい町づくり

●生ごみ処理機購入費等　300万円は
　Ａ 宿泊施設や地域の住民団体・大型店に導入して

もらえるよう推進する。
　　（補助率１/３、限度額300万円）
　Q 利用を進めるためにはどういう計画か。
　Ａ 事業所などから申請があり、その事例を見て頂

いて、まずは大型店などで実施して頂ければと
思う。

●猫繁殖制限手術費　50万円は
　Ａ メス一頭8千円・40頭分、オス5千円36頭

分、年間60～90頭を予定.。
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●出産祝金　昨年初めより増額
   1,015万円
　（第1子5万円、第2子30万円、第3子50万円の
　　祝い金を支給する制度）　　　　　
　Q 昨年645万円が大幅に増額したが。
　Ａ 令和4年度は対象者が増えて補正予算を組んだ。

●希望者をすべて受け入れる
　　　　保育士増員 945万5千円
　Q 保育士増員費用を含むか。
　Ａ 0歳児が増えたことで、フルタイムの保育士を
 3名分計上。クラスを担任する。保育所入所を
 断らず、保育士を増やすことで対応している。
　Q フルタイムの会計年度職員は、正規職員化を
 すべきではないか。
　Ａ 家庭の事情もあり、
 正規化を望まない
 保育士もいる。

予算審議の ポイント
●住んでみたい、産み育てたいと思える町づくり

●中学校で支援学級1クラス増
   327万1千円
　Q 学校支援講師配置とは。
　Ａ 令和5年度の新入学生徒数は33名で1クラス
 となる。また、支援学級の生徒数が7名とな
 り、1クラス増える。講師を配置する。普通
 級は1クラス。　

●子育て支援センター運営とは
　Ａ 76万9千円　日曜日9～17時児童館で、シル
 バー人材センターに委託、2名体制。
　Q 児童福祉の専門家や元保育士などの専門家を
 配置し、子育ての悩みに常時応えられる体制
 づくりが必要ではないか。
　Ａ 今後検討する。

●給食費無償化 4,724万円
 保育園副食費…182人分
 小学校給食費…276人分
 中学校給食費…145人分

●道の駅・農ん喜村の改修は
　Ａ 山と里と地域一体で地域の魅力を高める高付加価

値化補助金を申請中。採択されたら改修を予定。

●畜産農家支援は 59万円
　Ａ 輸送費支援で牛152頭、豚1,644頭で計算。
 燃料費高騰は入れていない。

●クロスカントリーコース整備500万円は
　Ａ 現状のものを活用してしっかり使えるように、

平地だけで常に走れる新たなコース確保（800
ｍ）を検討した。

　Q これまで豪雨などで洗堀されたが、土質や工法
などでの工夫はあるか。

　Ａ 今度は土入れを考えている。
　Q 傾斜部はそのままか。シャワー室・更衣室はど

うか。料金徴収は。
　Ａ そこまでは整備の考えはない。

　Q ｢健康とスポーツの拠点」とするなら、総合
的な計画が必要だが。未整備のコースを放っ
ておいて平地だけ提供することは考えられな
いが。

　Ａ 傾斜部は整備しきれない。
 平地の有効活用を考えた。

●移住者向け長期滞在住宅整備費
　の増加は 1,639万円
　Q 昨年より費用が増加しているが。
　Ａ ＤIYで整備。.近年の物価値上がりとより快

適性の高い住宅提供のため。

●索道事業　スキー場整備等に係る調査
500万円とは

　Ａ ゴンドラリフトが一番古くて昭和60年に建
設。リフト更新調査など、今後の在り方につ
いて総合判断をするための調査。

●豊かな資源を活かした町づくり

令和５年度
（2023年度）
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予算特別委員会
令和 5年度一般会計及び 7特別会計の審査を行った。

●
歳
出
総

務

課

　
　
庁
舎
管
理
経
費
の
電

　
　
気
料
５
７
１
万
８
千

円
に
対
し
て
施
設
ご
と
に
電

気
料
予
算
の
割
合
に
ば
ら
つ

き
が
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

　
　
実
績
の
推
移
を
見
な

　
　
が
ら
計
上
し
た
。
庁

舎
は
令
和
４
年
度
に
照
明

機
器
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
こ
と

で
電
気
料
削
減
。
そ
の
た

め
割
合
が
低
く
な
って
い
る
。

　
　
非
常
用
発
電
設
備
整

　
　
備
事
業
５
２
０
０
万

の
内
容
は
。

　
　
災
害
が
あ
っ
た
時
に
防

　
　
災
対
策
本
部
に
な
る

庁
舎
と
し
て
の
継
続
性
を

図
る
た
め
、
防
災
減
災
事

業
債
を
使
って
整
備
を
行
う
。

停
電
の
際
、
瞬
時
に
電
力

を
供
給
出
来
る
装
置
。
９

５
０
リ
ッ
タ
ー
の
燃
料
槽
を

持
ち
、一
機
一
日
と
し
て
計

三
機
、
三
日
間
供
給
出
来

る
も
の
と
し
て
設
置
す
る
。

　
　
設
置
場
所
は
。

　
　
想
定
と
し
て
役
場
の

　
　
東
側
、
職
員
駐
車
場

の
ス
ペ
ー
ス
３
、
４
台
の
区

画
を
使
って
設
置
し
た
い
。

 

修
繕
料
５
２
０
万
の

　
　
内
容
は
。

　
　
地
下
に
灯
油
タ
ン
ク

　
　
が
あ
り
、
内
壁
が
経

年
に
よ
り
劣
化
し
て
き
て
い

る
。
消
防
法
に
基
づ
き
修

繕
が
必
要
で
１
７
６
万
１

千
円
。
他
に
主
な
も
の
と

し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
等

の
空
調
設
備
の
改
修
１
２

０
万
の
他
、
緊
急
修
繕
も

見
込
ん
で
い
る
。

　
　
こ
の
修
繕
で
向
こ
う

　
　
何
年
耐
え
ら
れ
る
の

か
。
　
　
灯
油
地
下
タ
ン
ク
は

　
　

40
年
ほ
ど
、
空
調
設

備
は
10
年
程
度
。

　
　
気
象
観
測
設
置
事
業

　
　
の
内
容
は
。

　
　
町
の
中
に
現
在
設
置

　
　
さ
れ
て
い
る
ア
メ
ダ
ス

と
は
別
に
町
独
自
で
設
置

し
た
い
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

雨
や
風
の
状
況
を
得
る
こ

と
に
よ
り
、
町
と
し
て
災
害

時
に
適
切
な
動
き
が
出
来

る
よ
う
に
し
た
い
。
ポ
テ
カ

（
ア
プ
リ
）
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
こ
と
で
誰
で
も
情
報

を
得
る
事
が
出
来
る
。

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
た

　
　
て
し
な
び
」
に
連
動

出
来
る
の
か
。

　
　
連
動
は
難
し
い
と
考

　
　
え
て
い
る
。

　
　
既
に
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー

　
　
な
ど
あ
る
が
、
今
後

事
業
の
度
に
別
々
に
ア
プ
リ

を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。

　
　
色
々
な
所
か
ら
情
報

　
　
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
が
な
い
よ
う
に
、
情

報
集
約
出
来
る
手
段
も
こ

れ
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
防
犯
灯
電
気
料
が
昨

　
　
年
と
変
わ
ら
な
い
理

由
は
。

　
　
必
要
が
生
じ
た
所
で

　
　
早
め
に
補
正
を
か
け

て
い
く
。

　
　
今
後
の
高
騰
の
事
も

　
　
考
え
て
補
助
金
を
上

げ
る
べ
き
で
は
。

　
　
電
気
料
の
推
移
も
見

　
　
な
が
ら
必
要
に
応
じ

て
増
額
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

答答答

答答 問 問問答 問

問問問

答答答

答

問問問
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「
た
て
し
な
び
」
へ
の

　
　

広
告
掲
載
は
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
広
告
に
つ
い
て
は
、　

　
　
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
事

　
　
業
で
、
予
算
額
に
対

し
て
、
収
入
は
十
分
に
あ

る
の
か
。

　
　
去
年
か
ら
20
名
近
く

　
　
住
民
ワ
ー
カ
ー
が
増

加
し
、
年
間
２
千
万
円
強

の
業
務
収
入
が
あ
る
。

　
　
委
託
料
の
内
訳
は
。

　
　
住
民
ワ
ー
カ
ー
を
育

　
　
成
す
る
た
め
の
研
修

業
務
の
委
託
が
大
半
を
占

め
る
。

　
　
移
住
者
向
け
長
期
滞

　
　
在
住
宅
整
備
事
業
が

昨
年
度
予
算
に
比
べて
増
加

し
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

　
　
近
年
の
物
価
値
上
が

　
　
り
に
対
応
す
る
た
め
。

ま
た
、
よ
り
快
適
性
の
高

い
住
宅
を
提
供
し
て
移
住

促
進
を
図
る
た
め
、
必
要

な
工
事
内
容
を
計
上
し
て

い
る
。

　
　
権
現
の
湯
の
バ
イ
オ
マ

　
　
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
に

つ
い
て
、
そ
の
燃
料
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
木
質
チ
ッ
プ
の
活
用
な

　
　
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
難
病
患
者
通
院
費
は

　
　
燃
料
費
高
騰
の
影
響

で
不
足
と
な
って
い
な
い
か
。

　
　
計
算
上
、
単
価
は
今

　
　
の
と
こ
ろ
上
回
っ
た
支

給
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後

更
に
高
騰
と
な
っ
た
場
合
は

支
給
額
を
検
討
し
て
行
く
。

　
　
「
第
９
次
立
科
町
障
が

　
　
い
者
福
祉
計
画
・
第

７
期
立
科
町
障
が
い
福
祉

計
画
・
第
３
期
立
科
町
障

が
い
児
福
祉
計
画
」
の
予

算
が
２
万
５
千
円
と
他
事

業
に
比
べ
著
し
く
少
な
い
理

由
は
。

　
　
業
務
量
は
多
い
が
委

　
　
託
に
出
さ
ず
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
職
員
が
直

接
担
っ
て
お
り
、
予
算
は
印

刷
に
要
す
る
紙
代
の
み
で
あ

る
。
委
託
に
出
し
た
場
合
、

３
0
0
万
円
程
の
予
算
を

要
す
る
。
前
回
の
計
画
も

職
員
が
作
成
し
た
。

　
障
が
い
者
の
要
望
等
を

把
握
し
事
業
を
進
め
て
行

く
が
、
更
に
専
門
性
が
求

め
ら
れ
不
足
す
る
部
分
が

あ
れ
ば
、
次
回
計
画
に
は

委
託
も
検
討
し
て
行
く
。

　
　
高
齢
者
共
同
住
宅

　
　
「
あ
ん
し
ん
」
利
用
者

の
現
状
は
。

　
　
ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
た
て

　
　
し
な
に
管
理
委
託
を

し
て
い
る
。
要
介
護
認
定

３
未
満
の
施
設
に
入
れ
な
い

方
や
、
独
居
の
お
年
寄
で

生
活
が
大
変
な
方
が
入
居

で
き
る
。
定
員
は
８
名
で
あ

る
。
待
機
者
は
何
人
か
い

る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
増
設

の
予
定
は
な
い
。

　
　
農
業
委
員
会
運
営
経

　
　
費
の
増
の
理
由
は
。

　
　
農
業
委
員
会
改
選
後

　
　
に
、
先
進
地
研
修
を

行
う
。ま
た
、農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
用
と
し
て
、
試
験
的
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
３
台
導
入
す
る
。

　
　
農
業
振
興
公
社
の
補

　
　
助
金
増
は
。

さ
れ
た
ら
改
修
を
予
定
。

食
堂
ホ
ー
ル
椅
子
40
脚
更

新
。
　
　
危
険
木
伐
採
事
業
補

　
　
助
金
と
は
。

　
　
私
有
林
の
危
険
木
を

　
　
伐
採
す
る
補
助
金
を

新
設
し
た
。

　
　
防
災
重
点
農
業
用
た

　
　
め
池
緊
急
整
備
事
業

と
は
。

　
　
桐
原
大
池
地
震
対
策

　
　
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
。

工
事
は
３
年
計
画
で
行
う
。

 

観
光
協
会
補
助
金
の

　
　

内
容
は
。

　
　
職
員
体
制
は
３
名
。　

　
　
観
光
宣
伝
業
務
で
、冬

シ
ー
ズ
ン
の
C
M
の
準
備
を

す
る
。事
業
を
半
年
単
位
で

精
査
し
て
い
る
。

 

佐
久
I
C
等
案
内
看

　
　

板
撤
去
等
工
事
と
は
。

 

周
り
の
樹
木
の
影
響

　
　
で
、看
板
の
効
果
が
薄

れ
て
い
る
。費
用
対
効
果
で

撤
去
す
る
。

　
　

辺
地
対
策
観
光
施
設

　
　

整
備
事
業
経
費
の
女

神
湖
畔
の
ロ
ー
ポ
ー
ル
ラ
イ

ト
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
内
容
は
。

　
　

照
明
色
彩
な
ど
配
慮

　
　
し
16
本
交
換
す
る
。

 

女
神
湖
公
衆
ト
イ
レ

　
　

改
修
の
内
容
は
。

 

ト
イ
レ
設
備
交
換
、床

　
　
の
段
差
解
消
、幼
児
用

備
品
な
ど
改
修
す
る
。

 

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
　
コ
ー
ス
整
備
の
内
容
は
。

 

現
状
の
も
の
を
活
用

　
　
し
て
し
っ
か
り
使
え
る

よ
う
に
、平
地
だ
け
で
常
に

走
れ
る
新
た
な
コ
ー
ス
確
保

を
検
討
し
た
。

問答答答答

答答 答

答

答答答答

答

答答

問問問

問問 問

問答 問

問問問問

問 答 答問 問問

答答問 問問

答

問

企

画

課

町

民

課

産
業
振
興
課

ここに案内看板がある。

佐久 IC付近

　
　
落
花
生
栽
培
の
労
賃
、

　
　
ア
ロ
ニ
ア
栽
培
に
借
り

た
用
地
返
却
の
た
め
に
整

地
す
る
重
機
使
用
料
で
あ

る
。

　
　
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

　
　
協
議
会
貸
付
金
は
。

　
　
サ
ル
檻
（
お
り
）
1

　
　
基
40
万
円
を
増
や
し

２
基
に
す
る
。

　
　
農
業
次
世
代
人
材
投

　
　
資
資
金
、
新
規
就
農

者
育
成
総
合
対
策
事
業
は
。

　
　
継
続
事
業
で
就
農
５

　
　
年
目
受
給
５
回
目
１

人
、
就
農
５
年
目
受
給
４

回
目
１
人
。
継
続
相
談
者

１
名
今
年
新
規
就
農
１
名
。

年
齢
条
件
は
50
歳
未
満
。

　
　
畜
産
農
家
支
援
対
策

　
　
補
助
金
は
。

　
　
輸
送
費
支
援
で
牛
１

　
　
５
２
頭
、
豚
１
６
４

４
頭
で
計
算
し
て
い
る
。
燃

料
費
高
騰
は
考
慮
し
て
い

な
い
。

　
　
道
の
駅
管
理
経
費
、

　
　
農
ん
喜
村
に
つ
い
て
改

修
の
計
画
は
。

　
　
高
付
加
価
値
化
補
助

　
　
金
を
申
請
中
。
採
択
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猫
繁
殖
制
限
手
術
費

　
　
50
万
円
は
。

　
　
メ
ス一頭
８
千
円
40
頭

　
　
分
、
オ
ス
５
千
円
36

頭
分
。
年
間
60
〜
90
頭
を

予
定
し
て
い
る
。

　
　
生
ご
み
処
理
機
購
入

　
　
費
等
3
0
0
万
円
は

　
　
宿
泊
施
設
や
地
域
の

　
　
住
民
団
体
・
大
型
店

に
導
入
し
て
も
ら
え
る
よ
う

推
進
す
る
。

（
補
助
率
１
／
３
限
度
額

3
0
0
万
円
）

　
　
さ
ら
に
ご
み
減
量
化

　
　
を
進
め
る
た
め
、
町

営
住
宅
な
ど
で
導
入
し
、

自
治
会
や
シ
ル
バ
ー
な
ど
に

管
理
委
託
を
し
て
は
。

　
　
自
治
会
な
ど
も
対
象

　
　
と
し
て
い
る
の
で一
体

で
推
進
し
て
い
け
れ
ば
。

　
　
利
用
を
進
め
る
た
め

　
　
に
は
ど
う
い
う
計
画
か
。

　
　
事
業
所
な
ど
か
ら
補

　
　
助
申
請
が
あ
り
、
そ

の
事
例
を
見
て
頂
い
て
、
ま

ず
は
大
型
店
な
ど
で
実
施

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

　
　
運
搬
業
務
に
つ
い
て
は

　
　
ど
の
よ
う
か
。

　
　
一般
廃
棄
物
の
運
搬
に

　
　
つ
い
て
は
町
会
計
年
度

任
用
職
員
４
名
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
の
で
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
補
助

員
を
委
託
し
て
い
る
。
蓼

科
区
の
運
搬
に
つ
い
て
は
繁

忙
期
に
処
理
量
が
増
え
る

の
で
民
間
に
委
託
し
て
い
る
。

　
　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設

　
　
置
、来
年
度
の
予
定
は
。

　
　
町
道
町
古
町
線
80ｍ
、

　
　
茂
田
井
中
居
線
の一部

を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
、

　
　
工
事
請
負
費
１
億
２

１
９
万
円
の
中
身
は
。

　
　

令
和
４
年
度
に
詳
細

　
　
設
計
し
た
６
橋
に
つ
い

て
、老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

の
で
床
版
の
打
ち
換
え
や

鉄
橋
の
塗
装
を
し
直
す
。11

月
か
ら
３
月
ま
で
に
工
事
す

る
。

　
　
子
育
て
支
援
費
、子
ど

　
　
も・子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
ニ
ー
ズ
調
査
委
託

内
容
は
。

　
　

令
和
７
年
度
か
ら
の

　
　

第
３
期
計
画
の
調
査

委
託
料
。子
ど
も
の
視
点
で
、

就
学
前
及
び
就
学
児
童
を

調
査
す
る
。

　
　

負
担
金
４
３
２
万
５

　
　

千
円
の
内
容
は
。

　
　

町
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
　
の
契
約
を
し
て
い
る
私

立
軽
井
沢
学
園
の
老
朽
化

に
よ
る
建
替
え
費
用
の
負

担
金
。様
々
な
事
情
で
親
が

子
を
養
育
出
来
な
い
時
に

依
頼
。　
　
　
　
　
　
　

　
　

唐
突
に
予
算
計
上
さ

　
　

れ
た
が
具
体
的
な
説

明
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
佐
久
広
域
11
市
町
村

　
　
で
９
７
５
０
万
円
を
、

人
口
割
・
均
等
割
で
算
出

し
た
。
新
規
事
業
だ
が
令

和
５
年
限
り
。

　
　
出
産
祝
い
金
昨
年
６

　
　
４
５
万
円
が
１
０
１
５

万
円
と
大
幅
に
増
額
し
た

が
。
　
　
昨
年
度
対
象
が
増
え

　
　
て
補
正
予
算
を
組
ん

だ
。
今
年
度
は
そ
れ
を
反

映
し
た
。

　
　
保
育
園
の
副
食
費
無

　
　
償
、
小
・
中
学
校
の

給
食
費
無
償
化
の
明
細
は
。

　
　
保
育
園
３
歳
児
以
上

　
　
２
８
０
円
×
１
１
５
人

×
２
２
２
日
、
未
満
児
３
８

０
円
×
６７
人
×
２
２
２
日
、

他
。
　
小
学
校
２
８
５
円
×
２
７

６
人
×
２
０
５
日
、
他
。
中

学
校
３
２
０
円
×
１
４
５
人

×
２
０
５
日
、
他
。

　
　
保
育
所
費
の
増
額
に

　
　
保
育
士
増
員
は
含
む

か
。
　
　
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年

　
　
度
任
用
職
員
３
名
分

９
４
５
万
５
千
円
を
計
上
。

ク
ラ
ス
を
担
任
す
る
。

　
　

電
気
料
が
昨
年
同
様

　
　
だ
が
、高
騰
分
は
反
映

し
な
い
の
か
。

　
　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
効
果
を

　
　

見
込
み
昨
年
同
様
と

し
た
。

　
　

中
学
校
費
の
フ
ル
タ

イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

は
。

　
　
体
育
講
師
１
名
分
。

　
　
パ
ソ
コ
ン
の
リ
ー
ス
料

　
　
に
つ
い
て
。

　
　

生
徒
用
・
校
務
用
各

　
　
35
台
リ
ー
ス
し
て
い
る

が
、タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ

れ
、８
月
に
契
約
が
切
れ
る

の
で
返
還
す
る
。そ
れ
以
降

の
費
用
は
発
生
し
な
い
。

　
　
教
育
振
興
経
費
で
、中

　
　

学
校
支
援
講
師
配
置

で
と
あ
る
が
生
徒
数
は
。

　
　
33
名
で
１
ク
ラ
ス
と
な

　
　
る
。支
援
学
級
が
７
名

で
１
ク
ラ
ス
増
加
と
な
る
。

　
　
文
化
財
保
護
費
の
資

　
　
料
館
展
示
物
整
理
委

託
料
と
は
。

　
　
ふ
る
さ
と
交
流
館
等

　
　
に
あ
る
文
化
財
を
整

理
し
、
５
年
計
画
で
目
録

を
作
り
、
今
後
の
展
示
保

管
に
役
立
て
る
。

　
　

体
育
館
暗
幕
更
新
１

　
　
７
４
０
万
４
千
円
は
。

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
の
日

　
　
よ
け
の
た
め
に
使
う
。

耐
火
仕
様
で
自
動
開
閉
式

と
す
る
。

　
　
図
書
室
W
i‐F
i
環

　
　
境
構
築
事
業
は
。

　
　

県
の『
デ
ジ
と
し
ょ
信

　
　
州
』の
電
子
書
籍
に
対

応
す
る
た
め
。タ
ブ
レ
ッ
ト

も
設
置
す
る
。

　
　

権
現
の
杜（
も
り
）管

　
　

理
経
費
、工
事
請
負

費
の
内
容
は
。

 

遊
具
安
全
点
検
で
、

　
　

幼
児
用
遊
具
の
バ
ネ

を
使
っ
た
も
の
が
、使
用
禁

止
と
な
り
撤
去
し
た
。障
が

い
者
の
方
も
利
用
出
来
る

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
を
設

置
す
る
。

問問

問問問問

問

問問問

問

問

問

答答

答答

答

答答

答答答答

答

教
育
委
員
会

問 問問

問問

答答答

答答

問問問 答答

答答

建
設
環
境
課
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
新
保
険
料
改
定
に
よ
る

　
　
影
響
は
。

　
　

個
別
の
条
件
に
よ
り

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
算
定
と

な
り
、全
体
と
し
て
増
額
と

な
る
方
54
・
5
％
、減
額
と

な
る
方
45・5
％
程
度
の
見

込
み
。

 

基
金
を
使
って
税
率
を

　
　

上
げ
な
い
と
い
う
検

討
は
行
な
っ
た
か
。

　
　

長
い
目
で
見
た
と
き
、

　
　
ず
っ
と
税
率
を
上
げ
な

い
で
経
過
し
た
と
き
、い
つ

か
そ
の
反
動
で
急
激
に
税

率
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
態
例
も
あ
り
、景
気

の
動
向
を
見
な
が
ら
そ
の
時

の
状
況
で
判
断
を
行
な
っ
て

行
く
必
要
が
あ
る
。今
回
は

そ
う
い
っ
た
検
討
が
さ
れ
た

中
の
改
定
と
な
っ
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　

前
年
と
比
べ
て一人
当

　
　
た
り
の
金
額
が
減
っ
て

い
る
理
由
は
。

　
　

試
算
は
県
か
ら
提
示

　
　

さ
れ
た
数
値
に
よ
り

算
定
を
行
な
って
い
る
。

　

低
所
得
者
に
は
軽
減
措

置
も
あ
り
、一
概
に
比
較
で

き
な
い
。ま
た
２
割
負
担
と

な
っ
た
方
も
軽
減
措
置
が
７

月
ま
で
あ
り
、直
ち
に
増
額

と
い
う
事
で
は
な
い
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
保
険
料
が
減
っ
て
い
る

　
　
理
由
は
。

　
　
対
象
者
が
減
って
い
る
。

　
　

全
般
的
に
サ
ー
ビ
ス

業
務
が
減
額
と
な
っ
て
い
る

の
も
同
様
の
理
由
で
あ
る
。

索
道
事
業
特
別
会
計

　
　
圧
雪
車
6
6
0
0
万

　
　
円
の
更
新
根
拠
は
。

 

圧
雪
車
の
稼
働
は

　
　

14
年
。更
新
の
目
安

時
間
は
８
千
時
間
。今
シ
ー

ズ
ン
で
到
達
す
る
。購
入
は
、

辺
地
債
の
活
用
が
出
来
る
。

金
額
は
高
騰
し
て
い
る
。

　
　
振
動
検
査
の
説
明
を
。

　
　

将
来
的
に
総
合
的
に

　
　

判
断
を
す
る
た
め
の

調
査
。隔
年
で
行
っ
て
い
る
。

搬
器
で
は
な
く
電
動
機
や

減
速
機
の
調
査
。

水
道
事
業
会
計

　
　
水
道
施
設
の
落
雷
復

　
　
旧
工
事
費
３
７
５
１

万
円
の
内
容
は
。
避
雷
針

は
な
い
の
か
。

　
　
耐
雷
装
置
は
あ
る
が

　
　
令
和
３
年
５
月
20
日

に
落
雷
が
あ
っ
て
、
夢
の
平

配
水
池
の
流
入
流
量
計
・

配
水
流
量
計
と
万
仁
田
沢

中
継
ポ
ン
プ
制
御
盤
・
機

器
が
壊
れ
た
。
ま
た
、
竜
ヶ

峰
配
水
池
の
流
入
流
量
計
、

排
水
流
量
計
の
交
換
が
必

要
。
流
量
計
が
高
い
の
で

高
額
に
な
る
。
保
険
金
で

補
填
さ
れ
る
。

答答 問問答 問

答

答 問答 問

答

問

問

 各議員の賛否結果

議決結果
議案等の件名

 議員名 田
中
三
江

今
井
英
昭

瀧
澤
壽
美
雄

森
本
信
明

榎
本
真
弓

村
田
桂
子

今
井
　
清

森
澤
文
王

中
村
茂
弘

中
島
健
男

芝
間
教
男

今
井
健
児

可決立科町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定 欠○○○■○○○○欠○
可決令和5年度立科町後期高齢者医療特別会計予算 欠○○○■○○○○欠○

※「○」は賛成　　「■」は反対　　　※田中議員と芝間議員は最終日欠席。最終日に議長を務めた今井英昭議員は採決に加わりません。
※これ以外の案件等は全会一致でした。

可決欠○○○■○○○○欠○立科町個人情報保護法施行条例制定

可決令和5年度立科町索道事業特別会計予算 欠○○○■○○○○欠○
可決令和5年度立科町一般会計予算に対する修正案 欠■○■○○■■○欠○
可決令和5年度立科町一般会計予算の修正部分を除く原案 欠○○○○○○○○欠○

振動検査の様子

夢の平配水池

左から村田桂子議員、田中三江議員

　

田
中
三
江
議
員
と
村

田
桂
子
議
員
が
、町
村
議

会
議
員
と
し
て
長
年
在

職
し
、地
域
の
振
興
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
対

し
、全
国
町
村
議
会
議
長

会
か
ら「
自
治
功
労
者

表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
　

3
月
8
日
の
定
例
会

散
会
後
に
伝
達
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

田
中
議
員
は
15
年
以

上
、村
田
議
員
は
寒
川
町

議
会
議
員
を
通
算
し
て

27
年
以
上
の
在
職
で
す
。

全国町村議会議長会から表彰
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令和5年第1回定例会を3月2日から3月16日までの15日間の会期で開き、条例や補正予算、
令和5年度当初予算、同意、請願などについて審議を行った。

◎

○

◎

◎
◎
◎
◎
◎
○
◎

◎

◎

◎
◎
◎
◎

◎
◎

◎

◎

◎

令和5年 第1回定例会

長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の減少及び規約の変更
　佐久平環境衛生組合の脱退と、南佐久環境衛生組合が佐久環境衛生組合に名称変更する。

立科町公文書公開・個人情報保護審査会条例
　個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、情報公開制度と個人情報保護制度の適正かつ公正な運営を確保するた
め、｢立科町公文書公開・個人情報保護審査会｣として審査機関を置くために制定
立科町行政不服審査関係手数料条例の一部を改正する条例制定
立科町附属機関設置条例の一部を改正する条例制定
立科町消防団条例の一部を改正する条例制定
特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定
立科町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定
立科町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定
立科町国民健康保険条例の一部を改正する条例制定

固定資産評価審査委員会委員　(中沢邦雄氏の再任)
人権擁護委員　(田口真順氏の再任･田原敦子氏の再任)

立科町個人情報保護法施行条例
　個人情報の保護に関する法律が改正され、これまで、機関ごとに別々の法律や条例で運用されていた個人情報の保護に
ついて、改正後の｢個人情報の保護に関する法律｣が全国共通ルールとして地方公共団体に適用されることになったた
め、町として必要な事項を定めるために制定

工事請負変更契約の締結
　令和3年度（繰越事業）辺地対策事業町道大門峠線改良工事の契約額74,800千円を78,837千円とする。

立科町議会の個人情報の保護に関する条例制定
　個人情報の保護に関する法律の改正により、議会は同法の適用除外となることから、町議会独自で議会における個人
情報の適正な取扱いに関し必要な事項を定めるもの。
立科町議会委員会条例の一部を改正する条例制定
　オンライン会議システムを活用した委員会を開会することができるよう改正を行うもの。

一般会計補正予算(第12号)・国民健康保険特別会計補正予算(第2号)・後期高齢者医療特別会計補正予算(第1号)
・介護保険特別会計補正予算(第3号)・索道事業特別会計補正予算(第1号)・白樺高原下水道事業特別会計補正予算
(第2号)・水道事業会計補正予算(第4号)・下水道事業会計補正予算(第1号)

一般会計予算
国民健康保険特別会計予算・介護保険特別会計予算・白樺高原下水道事業特別会計予算･水道事業会計予算･下水道事業会計予算
後期高齢者医療特別会計予算・立科町索道事業特別会計予算

不能欠損に係る請求権の権利放棄(町有地賃貸料・水道料金・下水道使用料)
蓼科･中尾辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画の変更
町道路線の認定　西塩沢三葉団地内の道路を町道に認定
町道路線の変更　国道254宇山バイパスに関連し、町道の終点を変更する。

LPガス料金上昇に対する直接的な負担軽減対策を求める請願書　(地方創生臨時交付金の活用)

◎全会一致で可決･承認　○賛成多数で可決

◇ 同意　3件

◇ 請願　1件

◇ 議会提出　2件

◇ 令和４年度補正予算　8件

◇ 共同設置する機関の規約変更

◇ 条例の制定2件　一部改正7件

◇ 令和５年度予算　8件

◇ その他　7件

結果

○

修正

採択
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榎本 真弓　「地域経済活性化への強い引き金」
　白樺湖・車山・女神湖は、準高地健康増進エリア
として茅野市・立科町の観光振興の重要な一帯であ
る。その中での白樺高原クロスカントリーコース
（クロカン）は、数少ない準高地コースとして高く
評価されている。現状を視察した実業団監督は、
「準高地が重要である。利用料を払ってでも走りた
いコース。」とのこと。
　2019年の完成時から練習している団体がクロカン
改修を知れば、その情報はいち早くSNSで伝わる。
実業団チームの繋がりは大きく、良くなったなら使
いたいと観光協会に問い合わせがあったと聞く。高
校生や大学生の練習にも広がる。立科町の準高地の
クロカンは、突出した魅力がある。利用する実業団
チームの合宿は、長期宿泊となるため、コロナで疲
弊した観光業や立科町地域経済の活性に向けた強い
引き金となる。
　予算特別委員会で提出されたクロスカントリーコ
ース整備事業費500万は、充当率100％交付税措置
率80％、辺地対策事業債で賄う有利な起債である。
今この時、大きな経済効果をもたらす必要不可欠な
予算である。
　提出された修正案に反対し、他全ての原案に賛成
とする。

森澤 文王　「修正する必要が全くない」
　クロスカントリーコース整備500万円に削除修正
案が提出されているが、修正しない原案に賛成で
ある。
　このコースは、白樺湖活性化協議会を通じ茅野市
と、この地域を「準高地健康増進エリア」として誘
客を図るために作ったものである。今回の予算は準
高地トレーニングの場があるとして、今現在も誘客
の努力をされている方々がいて、その努力が実り、
予約が入って来ている。この予算で迂回路を作る工
事で800ｍコースが利用できるようになる。町長も
任期の終わりに初夏からの誘客に問題が起きない様
にしたというものである。
　予算特別委員会での質疑においても担当課の答弁
は、100点満点の内容であった。
よって、修正の必要はなく原案に賛成とする。

今井 健児　「総合的ビジョンを示せ」
　白樺高原を舞台にエリアとして捉えたレイクリゾ
ート構想が始まっている中、いよいよ立科町の観光
がビジョンをもって計画的に総合的にどう進めてい
くのか！町としての観光ビジョンが必要であると強
く思っている。
　先が見えている人もいれば見えてない人もいる中、
道しるべが必要であり、それはより多くの、みんな
で向かっていけるようにという総合的視点である。
これはクロスカントリーコース一つとっても変わら
ないのではないか？町として確かなものをつくる事
が最終的にプラスになると思っている。その時のそ
れぞれが考えて行っていくにはその時の対応になら
ざるを得なく、責任の所在もわからないような、結
果、誰も喜ばない事にならないように…未来の方が
困らないように。多くの方が携わるからこそ、計画
が必要であり、その計画が示されない中では判断と
して乏しく、この予算執行を町の観光施設として、
そして課題が多いからこそ良しとはできない。

滝澤 寿美雄　「有効活用を評価」
　原案に対し賛成の立場で討論する。
　先ほど、榎本議員・森沢議員が賛成討論されまし
たが、わたくしも全く同じ意見である。多くは言わ
ない。
　ただ一言発言をさせていただくと、説明が遅かっ
たとか無かったと、またビジョンが無いというよう
な、議員の面子(めんつ)やこだわりより、今ここに
ある上程予算が町民のためにしっかり役立つのかど
うかの審議をしなければならない。
　私はこのコースが塩づけにならないためにも原案
に賛成する。

村田 桂子　「立ち止まりしっかり議論を」
　修正案は、「クロスカントリーに新たに800ｍのコ
ースを新設する工事費500万円を削る提案」である。
これまでも幾度となく、豪雨によりコースが掘り崩
され未だに使用料金が徴収できない事態となってい
る。工法の根本的な見直しや、傾斜のきつい部分を
今後どうするか、トイレ・シャワー室・受付など管
理棟をどうするか、など、全体計画が示されない。
立ち止まってしっかり議論してから提案すべきとの
修正趣旨に賛同する。

討 

論
討 

論

　
令
和
５
年
度
一般
会
計
で
は
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
整

備
工
事
請
負
費
５
０
０
万
円
を

減
額
し
、併
せ
て
こ
の
事
業
の
財

源
で
あ
る
辺
地
対
策
事
業
債
を

同
額
減
額
す
る
修
正
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
修
正
案
に
対
す
る
賛
成

討
論
と
、修
正
案
に
反
対
の
立

場
で
の
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

水飲み場

R5年度施工予定

253,7
60

修正案に賛成

原案に賛成
（修正案に反対）

今回新設しようとしたコース
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総務経済常任委員会
所　管　総務課・企画課・産業振興課・会計室・議会事務局
委員長／森澤文王　副委員長／芝間教男
委　員／今井英昭　瀧澤壽美雄　榎本真弓　今井健児

3月10日、付託案件を審査した。主な質疑内容は次のとおり。

QQQ AAA 質
疑Q

A
＆

令
和
４
年
度
立
科
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

立
科
町
移
住
促
進
住
宅
設
置

及
び
管
理
条
例

 

条
例
の
内
容
に
整
合
性
が
と

　
　
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。ま

た
、入
居
者
の
資
格
要
件
等
に
つ
い

て
も
改
善
を
要
す
る
部
分
が
あ
る
。

修
正
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

本
条
例
に
つ
い
て
は
撤
回

　
　

し
、修
正
を
加
え
た
上
で
改

め
て
再
提
案
を
行
な
う
。

（
委
員
会
で
は
全
会
一
致
で
否
決

と
し
た
。）

 

申
し
出
が
あ
れ
ば
自
衛
隊

　
　
等
に
も
情
報
は
出
さ
な
い
と

い
う
自
治
体
も
あ
る
が
、立
科
町

は
、ど
の
様
な
プ
ロ
セ
ス
で
誰
が
責

任
を
持
って
判
断
す
る
か
。

 

こ
れ
ま
で
ど
お
り
法
律
の

　
　
規
定
に
の
っ
と
り
実
施
を
し

て
行
く
が
、他
の
自
治
体
の
状
況

や
、国
・
県
の
動
向
も
注
視
し
て

行
き
た
い
。

 

個
別
案
件
に
つ
い
て
は
、そ

　
　
れ
ぞ
れ
の
課
で
対
応
を
す
る

と
い
う
こ
と
な
の
か
、全
庁
で
考

え
て
行
く
の
か
。

 

そ
れ
ぞ
れ
担
当
課
が
、そ

　
　

れ
ぞ
れ
の
法
律
に
基
づ
く

取
り
扱
い
に
な
る
。

QQQ AAA 立
科
町
個
人
情
報
保
護
法

施
行
条
例
制
定

 

歳
入

 

有
利
な
地
方
債
に
変
更
と

　
　
の
事
だ
が
そ
の
内
容
は
。

 

過
年
単
独
災
害
復
旧
・
現

　
　
年
補
助
災
害
復
旧・現
年
単

独
災
害
復
旧
の
各
事
業
を
充
当

率
1
0
0
％
及
び
交
付
税
措
置

70
％
と
い
う
有
利
な
緊
急
自
然

災
害
防
止
対
策
事
業
に
変
更
し

た
も
の
で
あ
る
。

 

歳
出

 

農
業
振
興
費
の
補
助
金

　
　
に
つ
い
て
新
品
種
・
新
技
術

実
証
試
験
の
内
容
は
。

 

新
規
事
業
。Ｊ
Ａ
佐
久
浅

　
　

間
農
業
組
合
が
実
施
す
る

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
苗
木
の
購

入
、棚
・
ト
レ
リ
ス
整
備
な
ど
の

施
設
に
対
す
る
補
助
金
で
あ
る
。

 

農
業
振
興
費
の
新
型
コ
ロ
ナ

　
　

ウ
イ
ル
ス
対
策
補
助
金
の

減
額
が
大
き
い
が
。

　
　

農
業
用
燃
料
に
対
す
る

　
　

補
助
金
で
あ
る
が
支
給

実
績
に
よ
る
減
額
で
あ
る
。

立科町個人保護法施行条例制定
　　　　　　　　守られるか個人情報

令和5年度索道事業特別会計予算　　　　　徹底した安全管理こそ

★反対討論　村田 桂子
　この条例はこれまでの町条例を廃止し、国の「個人保
護法」を施行するために提出された。従来の条例に規定
されていた「情報収集は本人から」「思想信条・社会的
身分が含まれるよう配慮個人情報の収集の制限」「取扱
業務以外の目的外に利用してはいけない」「オンライン
での外部提供の禁止」などがなくなり、行政機関が持つ
「個人情報の提供・流通」が可能になるよう変えられる。
　また、自衛隊への個人情報の提供は根拠法が無く、個
人の許可も得ていない。オンラインなどで行われ極めて
違法性が高い。

令和5年度国民健康保険税条例の改定
　　　基金を活用し引き上げストップを
★反対討論　村田 桂子
　この条例は令和9年をめざし資産割をなくし所得割を
増やすための税率改定で、来年度は資産割が20％減、
所得割10％増となっている。
　資産割を減らす方向に異議はないが、そうすると資産
のない若者などの保険料が負担増となる。影響額は230
万円。町の基金残高は1億4200万円。工夫のないまま
の税率改定は負担増を招く。基金を活用し、痛みを和ら
げることが行政に求められる。

　来年度は辺地対策事業債活用で国際スキー場の圧雪車
6600万円余が予算化。しかし2月15日にクワッドリフ
トが破損し、乗客が振り落とされる事故が起きた。リフ
ト搬器はすでに33年を経過。他に起きれば未来はな
い。圧雪車が、耐用時間を超えていることが更新の理由
だが、それならばリフト搬器こそ、更新対象にすべき。

来年度はスキー場整備にかかる調査費も組まれ、今後の
在り方を判断するとの事だが、それならなおさら圧雪車
など買っている時ではない。スキー場存続を掲げるな
ら、徹底した安全管理が必要。命にかかわる大事故が起
きた。それにふさわしい予算となっていない。

★反対討論　村田 桂子

3月定例会における討論
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町政について問う！ 一般質問 一般質問の文章は質問者の
責任で作成しています。

今定例会では、議員８人が一般質問を行いました。

中島　健男　議員 ………12 ページ
①危険な空き家 (特定空家 )の対応について

榎本　真弓　議員 ………14 ページ
①妊娠期からの伴走型支援の状況は
②地域猫活動の理解と支援を

今井   清　議員 …………12 ページ
①社会教育施設の利用のあり方について
②町民の声に答えているか

村田　桂子　議員 ………14 ページ
①町営住宅の充実改善・増設について
②多面的機能支払い交付金の積極的活用を

森澤　文王　議員 ………13 ページ
①過疎対策事業債について

今井　健児　議員 ………15 ページ
①可燃ごみ処理されている使用済み紙おむつに
　ついて

今井　英昭　議員 ………13 ページ
①観光行政について

※太字の質問を掲載。議事録は議会ホームページで閲覧できます。

芝間　教男　議員 ………15 ページ
①第三者委員会報告のその後について

質問項目

 

出
産
育
児
一
時
金
が
42
万

　
　

円
か
ら
50
万
円
に
上
が
る

と
の
こ
と
だ
が
、そ
の
理
由
は
。

 

出
産
費
用
の
平
均
額
の
推

　
　

計
値
を
勘
案
し
て
国
か
ら

通
知
さ
れ
た
金
額
で
あ
る
。

 

50
万
円
よ
り
安
く
出
産

　
　

で
き
た
場
合
も
50
万
円
が

支
払
わ
れ
る
か
。

 

支
払
わ
れ
る
。

  

高
齢
者
福
祉
費
１
１
７
万

　
　
円
の
減
だ
が
、慰
労
金
の
支

払
い
実
績
は
。

 

在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
介

　
　

護
者
に
支
払
う
。要
介
護
５

見
込
み
８
名・実
績
６
名
、要
介
護

４
見
込
み
17
名
・
実
績
10
名
、要

介
護
３
見
込
み
20
名・実
績
15
名

 

予
防
接
種
事
業
費
８
０
０

　
　
万
円
減
額
の
要
因
は
。

 

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
で

　
　

1
3
5
名
を
見
込
ん
だ
が

社会文教建設常任委員会
所　管　町民課･建設環境課･教育委員会
委員長／今井 清　副委員長／中島健男
委　員／森本信明　田中三江　村田桂子　中村茂弘

３月９日、付託案件を審査した。主な質疑内容は次のとおり。

QQ AAAA 質
疑Q

A
＆

立
科
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

令
和
４
年
度
立
科
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

実
績
は
52
名
だ
っ
た
。

 

保
育
所
費
の
パ
ー
ト
タ
イ

　
　
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
２
０
０
万
円
増
の
理
由
は
。

 

０
歳
児
が
４
名
増
え
た
こ

　
　

と
が
要
因
だ
が
、何
名
分

と
い
う
計
算
は
出
来
な
い
。

 

小
学
校
教
育
経
費
の
扶
助

　
　

費
１
４
４
万
５
千
円
の
減

は
、就
学
援
助
制
度
の
こ
と
か
。

 

そ
の
と
お
り
。給
食
費
の
無

　
　

償
化
が
主
な
理
由
で
あ
る
。

 

基
金
を
活
用
し
て
税
率
の

　
　
改
定
は
考
え
た
か
。

 

安
定
的
な
財
政
運
営
の
た

　
　

め
所
得
割
を
上
げ
た
。上

げ
幅
は
、資
産
割
の
下
げ
分
を

補
て
ん
す
る
ま
で
は
上
げ
て
い
な

い
。

 

減
額
は「
介
護
保
険
サ
ー

　
　

ビ
ス
を
受
け
る
人
が
見
込

み
よ
り
少
な
く
な
っ
た
。」
と

い
う
事
か
。

 

佐
久
広
域
連
合
の
負
担
金

　
　
減
や
実
施
し
な
か
っ
た
事
業

等
の
減
額
で
、サ
ー
ビ
ス
の
減
額

で
は
な
い
。

QQ

QQQ AAAA Q 令
和
４
年
度
立
科
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

令
和
４
年
度
立
科
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
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現
在
午
後
１
時
か
ら
と
な
っ
て
い
る
中

　
　

央
公
民
館
の
開
館
時
間
を
午
前
か
ら

に
な
ら
な
い
か
。

教
育
長　
町
民
か
ら
休
館
時
間
に
開
館
の

申
し
込
み
が
あ
る
場
合
に
は
、
柔
軟
に
対

応
し
た
い
。

 

公
民
館
使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て
、現

　
　

在
演
奏
会
等
を
行
う
際
に
会
費
を
徴

収
す
る
場
合
に
は
、減
免
で
き
な
い
運
用
を

改
め
、活
動
団
体
を
登
録
制
に
し
て
減
免
対

象
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長　
使
用
料
の
減
免
を
希
望
さ
れ

る
団
体
等
に
つ
い
て
は
、
申
込
内
容
を
確

認
し
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

 

屋
内
運
動
場
の
使
用
目
的
、
使
用

　
　

規
約
に
つ
い
て
は
。

教
育
次
長　
町
民
の
体
力
向
上
、
健
康
増

進
、
社
会
福
祉
及
び
教
育
文
化
の
高
揚
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

 

過
去
５
年
間
の
陳
情
・
要
望
件
数
に

つ
い
て
は
。

総
務
課
長　
平
成
３０
年
度
が
８０
件
、
令
和

元
年
度
が
７９
件
、
令
和
２
年
度
が
７２
件
、

令
和
３
年
度
が
８４
件
、
令
和
４
年
度
が
４８

件
と
な
って
い
る
。

 

そ
の
後
の
陳
情
・
要
望
者
へ
の
回
答

　
　

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
って
い
る
か
。

総
務
課
長　
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
も
の
、予

算
の
調
整
を
必
要
と
す
る
も
の
、説
明
会
や

地
元
関
係
機
関
と
の
合
意
形
成
を
図
る
も

の
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
対

応
し
て
い
る
。

 

地
元
区
民
と
の
情
報
共
有
の
た
め
、

　
　

陳
情・要
望
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
く

公
開
す
る
べ
き
で
は
。

町
長　
町
で
は
、町
政
懇
談
会
の
際
に
回
答

を一覧
表
に
ま
と
め
て
配
布
し
て
い
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
は
考
え
て
い
な
い
。

今井　清

問問問問

問 問

社
会
教
育
施
設
利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て

町
民
の
声
に
答
え
て
い
る
か

より利用が望まれる屋内運動場

問
 

空
家
対
策
協
議
会
の
開
催
は
。

建
設
環
境
課
長　
令
和
３
年
度
は
３
回
、

直
近
は
令
和
４
年
３
月
で
対
策
計
画(

案)

の
協
議
、
実
務
の
話
は
無
か
っ
た
。

 

危
険
な
空
家
を
放
置
し
て
お
い
て

　
　

事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
町
の

責
任
は
。

建
設
環
境
課
長　

民
法
上
か
ら
も
あ
く

ま
で
所
有
者
の
責
任
と
な
る
。

 

特
措
法
が
改
正
さ
れ
、
Ｃ
ラ
ン
ク

　
　

の
空
家
が
、
『
管
理
不
全
空
家
』

と
な
る
ら
し
い
。
１
２
３
棟
あ
る
が
対
応

は
。

建
設
環
境
課
長　
こ
の
３
月
３
日
閣
議
決

定
さ
れ
た
。
今
後
の
動
き
を
注
視
す
る
。

 
こ
の
物
件
は
、
半
壊
状
態
で
今
に

　
　

も
倒
壊
し
そ
う
。
町
で
撤
去
し
て

ほ
し
い
。

町
長　
各
種
法
令
で
対
応
す
る
。
ま
た
、

協
議
会
を
招
集
し
、
委
員
に
協
議
し
て
も

ら
い
、
意
見
を
求
め
る
。

 

地
元
住
民
の
方
か
ら
、
２
階
が
崩

　
　

れ
落
ち
た
危
険
な
空
家
を
解
体
・

撤
去
し
て
ほ
し
い
と
相
談
を
受
け
た
。

空
家
対
策
協
議
会
長
を
兼
務
す
る
町
長

は
、
町
内
21
棟
の
危
険
な
空
家
を
確
認

し
た
か
。

町
長　
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
を
確
認
し
、様
々

な
状
態
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

但
し
、
個
人
の
所
有
で
あ
り
対
応
に
は

限
界
が
あ
る
。

中島　健男
なかじま たけお

いまい きよし

問 問 問問

危
険
な
空
家
を
町
で
解
体
・
撤
去

で
き
な
い
か

一 般 質 問  　質問者による要約

隣家のガレージの壁に接触している

町道に面していて倒壊で事故が起きる
おそれがある
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町
長　
令
和
３
年
度
決
算
で
は
、
実
質
公

債
費
比
率
７
・
８
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が

18
％
を
超
え
る
と
起
債
に
あ
た
り
国
の
許

可
が
必
要
と
な
る
が
、
立
科
町
は
大
き
く

下
回
っ
て
い
る
。
今
後
も
こ
う
い
う
指
標

を
見
極
め
な
が
ら
、
計
画
的
に
適
正
な
起

債
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

 

築
50
年
を
越
え
た
中
央
公
民
館
の

　
　

建
て
替
え
も
可
能
に
な
っ
た
が
、

様
々
な
未
来
像
が
浮
か
ぶ
中
、
ど
の
様
に

し
て
い
く
か
。

町
長　

こ
れ
か
ら
町
長
選
を
控
え
て
お

り
、
そ
こ
で
目
指
す
公
約
を
示
し
て
い
く

が
、
中
央
公
民
館
と
周
辺
施
設
に
つ
い
て

は
、
役
場
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

検
討
を
し
て
い
る
が
、
一
番
は
、
町
民
の

皆
様
が
、
そ
こ
に
夢
を
持
っ
て
も
ら
え
る

か
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問  　質問者による要約

 

観
光
行
政
に
関
す
る
施
策
に
つ
い

　
　

て
、
任
期
４
年
間
の
成
果
と
課
題

は
。

町
長　
老
朽
化
が
目
立
つ
宿
泊
施
設
の
改

修
に
向
け
て
観
光
庁
補
助
金
を
活
用
し
て

民
間
の
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
の
高
付
加
価

値
改
修
な
ど
を
行
っ
た
。

 

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
創
生

　
　

会
議
で
も
提
言
さ
れ
て
い
る
が
、

中
長
期
の
視
点
か
ら
観
光
の
指
針
は
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長　
地
域
の
皆
さ
ん
も
参
加
す
る
組
織

を
作
っ
て
、
そ
の
中
で
充
分
検
討
し
て
い

き
た
い
。

 

町
が
責
任
を
も
っ
て
観
光
ビ
ジ
ョ

　
　

ン
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
策

定
が
で
き
な
け
れ
ば
、
町
が
観
光
に
投
資

し
て
も
そ
の
効
力
が
分
散
し
て
し
ま
い
、

期
待
薄
で
終
わ
る
と
考
え
る
。

 

観
光
関
係
施
設
の
指
定
管
理
施
設

　
　

に
つ
い
て
、
女
神
湖
セ
ン
タ
ー
は

観
光
の
シ
ン
ボ
ル
エ
リ
ア
と
し
て
更
に

施
設
の
拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　
女
神
湖
に
お
け
る
施
設
の
配
置
状

況
か
ら
施
設
の
拡
充
は
現
状
か
ら
難
し
い

と
考
え
る
。

 

白
樺
高
原
周
辺
エ
リ
ア
で
シ
ン
ボ

　
　

ル
は
女
神
湖
だ
と
考
え
る
。
集
客

に
繋
げ
ら
る
よ
う
に
女
神
湖
セ
ン
タ
ー
周

辺
の
環
境
整
備
の
工
夫
が
必
要
だ
。

問問問

問

更
な
る
観
光
地
魅
力
を
高
め
る
に

は
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
須
で
は
な

い
か

 

当
町
は
、
令
和
４
年
よ
り
「
過
疎

　
　

地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
に
よ
り
過
疎
対
策

事
業
債
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
事
に
つ
い
て
町
の
考
え
方
は
。

町
長　
当
町
は
令
和
２
年
の
国
勢
調
査
の

結
果
を
受
け
、
人
口
減
少
な
ど
の
要
件
に

よ
り
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
「
過
疎
地
域

の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
の
過
疎
地
域
に
追
加
指
定
さ
れ

た
。
　
こ
れ
に
よ
り
国
に
よ
る
各
種
の
支
援
措

置
が
受
け
ら
れ
、
過
疎
対
策
事
業
債
も
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
追
い
風
と

し
て
、
移
住
定
住
、
子
育
て
支
援
、
産
業

振
興
、
生
活
環
境
、
保
健
、
福
祉
、
防

災
、
教
育
な
ど
の
各
施
策
を
加
速
化
さ
せ

推
し
進
め
る
事
で
、
第
５
次
立
科
町
振
興

計
画
の
将
来
像
に
あ
る
「
人
と
自
然
が
輝

く
町
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

 

過
疎
対
策
事
業
債
を
ど
の
位
の
金

　
　

額
ま
で
使
え
る
と
考
え
て
い
る

の
か
。

森澤　文王

問問

問

過
疎
対
策
事
業
債
を

　
　
　
　
　
　
ど
う
活
用
す
る
か

 

立
科
町
都
市
農
村
交
流
施
設
に
つ

　
　

い
て
は
、道
の
駅
・
蓼
科
農
ん
喜
村
、

隣
接
す
る
耕
福
館
な
ど
、
一
体
に
指
定

管
理
施
設
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長　
将
来
的
に
は
一
本
化
指
定
管
理
が

望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
過
去
の
状

況
か
ら
現
時
点
で
は
難
し
い
。

建て替えは可能だが、どうするのか

結
び

結
び

もりさわ ふみお

今井　英昭
いまい ひであき

更なる整備を期待する女神湖センター周辺
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体
重
１
０
０
０ｇ
以
下
で
生
ま
れ

　
　

た
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
の
記
録
を
残
す
、

母
子
手
帳
の
検
討
。
死
産
・
流
産
の
体

験
を
し
た
心
の
ケ
ア
。
観
光
地
を
有
す
る

当
町
ら
し
い
お
泊
り
産
後
ケ
ア
の
検
討
を

求
め
る
。

 

地
域
猫
活
動
は
動
物
愛
護
管
理
法

　
　

の
趣
旨
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
活

動
を
理
解
し
住
民
の
生
活
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
、
行
政
の
役
割
で
あ
る
。
活
動

の
理
解
と
支
援
を
伺
う
。

町
長　
県
の
動
物
愛
護
管
理
推
進
計
画

に
沿
っ
て
、
佐
久
保
健
所
と
共
に
連
携
し

対
応
し
て
き
た
。
今
定
例
会
に
予
算
を

計
上
し
た
。
問
題
解
決
の一助
に
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

 

予
算
付
け
が
さ
れ
感
謝
す
る
。
こ

　
　

の
理
由
は
。

建
設
環
境
課
長　
過
日
、
町
へ
具
体
的

な
陳
情
が
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
状
況
や
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
お
い
て
（
仮
称
）
多
頭
飼
育
問
題

対
応
連
絡
協

議
会
が
開
催

さ
れ
、
問
題

提
起
さ
れ
た
。

県
の
推
進
計

画
や
保
健
所

と
連
携
し
対

応
す
べ
く
予
算

計
上
し
た
。

一 般 質 問  　質問者による要約

 

真
蒲
住
宅
に
住
む
住
民
か
ら
「
少

　
　

し
は
貯
金
を
と
夜
勤
を
増
や
し
た

ら
、
収
入
超
過
で
家
賃
が
倍
以
上
に

な
っ
た
。
何
の
た
め
に
働
い
て
い
る
の

か
。上
が
っ
た
ら
や
っ
て
い
か
れ
な
い
」

と
。
所
得
が
規
定
を
わ
ず
か
に
超
過

（
１
・
８
万
円
増
）
し
た
ら
家
賃
が
２

倍
以
上
（
１
・
８
４
万
円
か
ら
３
・
９

５
万
円
）
に
跳
ね
上
が
り
、
収
入
の

22
・
４
％
に
も
な
っ
た
。
暮
ら
し
を
支

え
る
住
宅
家
賃
に
す
べ
き
で
は
。

建
設
環
境
課
長　
町
営
住
宅
の
家
賃
は

公
営
住
宅
法
の
規
定
に
沿
っ
て
、
入
居

者
全
員
の
年
間
所
得
か
ら
、
法
で
定
め

る
控
除
金
額
を
引
き
、
12
で
割
っ
た
金

額
が
、
15
・
８
万
円
を
超
え
る
と
収
入

超
過
家
賃
と
な
り
、
段
階
が
上
が
る
。

 

家
賃
の
実
態
は
。月
収
の
何
％
か
。

建
設
環
境
課
長　
１
万
７
２
０
０
円
か

ら
７
万
４
３
０
０
円
で
月
収
の
16
％
か

ら
20
・
６
％
。

 

立
科
町
は
空
き
家
を
１
万
円
近
辺

　
　

の
安
さ
で
借
り
ら
れ
る
住
み
や
す

い
と
こ
ろ
。
町
営
住
宅
は
暮
ら
し
を
支

え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
圧
迫

す
る
も
の
で
は
い
け
な
い
。
公
営
住
宅

法
で
は
「
住
宅
に
困
窮
す
る
低
額
所
得

者
に
低
廉
な
家
賃
で
賃
貸
す
る
こ
と

…

」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
都
会
基
準

で
は
な
く
、
町
独
自
の
基
準
で
、
例
え

ば
、
収
入
の
１
割
程
度
に
抑
え
る
な
ど

の
基
準
が
必
要
で
は
な
い
か
。

建
設
環
境
課
長　
公
営
住
宅
法
に
基
づ

い
て
設
定
・
徴
収
し
て
い
る
。

 

家
賃
減
免
を
申
し
立
て
る
「
意

　
　

見
申
し
立
て
」
の
権
利
が
あ
る
。

き
ち
っ
と
知
ら
せ
て
、
暮
ら
し
て
い
か

れ
る
家
賃
に
減
免
す
べ
き
だ
が
。

建
設
環
境
課
長　
家
賃
の
決
定
の
際
、

異
議
申
立
て
で
き
る
旨
は
書
い
て
あ

る
。
減
免
制
度
に
つ
い
て
は
条
例
等
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

 

立
科
小
学
校
に
子
ど
も
を
入
学
さ

　
　

せ
た
く
て
町
外
か
ら
申
し
込
ん
だ

が
、
わ
ず
か
に
収
入
超
過
で
や
む
な
く

民
間
に
。
こ
う
し
た
子
育
て
家
庭
や
、

規
定
収
入
内
で
も
空
き
が
な
く
入
れ
な

い
子
育
て
家
庭
の
た
め
に
子
育
て
支
援

住
宅
並
み
に
な
る
よ
う
家
賃
補
助
制
度

を
作
り
支
援
し
て
は
。

建
設
環
境
課
長　
真
蒲
住
宅
の
今
後
に

つ
い
て
、
建
て
替
え
か
修
理
か
検
討
す

る
予
定
だ
が
、
必
要
に
応
じ
て
、
家
賃

補
助
制
度
を
作
る
か
検
討
す
る
。

　
他
に
、
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能

支
払
い
交
付
金
の
有
効
活
用
の
た
め
に

人
的
配
置
を
求
め
た
。

問問問 問　

町
営
住
宅
家
賃
の
設
定
は
適
正
か

答　

公
営
住
宅
法
に
の
っ
と
り
設
定

問 問

 

国
で
創
設
す
る
伴
走
型
相
談
支
援

　
　

事
業
と
経
済
的
支
援
の
状
況
及

び
、
立
科
町
は
以
前
よ
り
独
自
の
出
産

子
育
て
事
業
を
行って
い
る
。
内
容
を
伺
う
。

町
長　
安
心
し
て
出
産
や
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
不
妊
治

療
費
の
助
成
、
パ
パ
マ
マ
教
室
の
開
催
、

町
独
自
の
出
産
祝
金
を
創
設
。
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
購
入
費
助
成
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
、
保
育
料
減
免
、
保
育
所
副
食

費
減
免
、
学
校
給
食
費
無
償
化
を
開
始
、

通
学
用
か
ば
ん
の
支
給
な
ど
。
今
後
も

しっか
り
と
伴
走
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
視
点
と
方
法

は
。

教
育
次
長　
３
回
行
う
計
画
。
妊
婦
の

健
康
状
態
や
生
活
環
境
な
ど
、
面
談
に

て
行
う
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
母
子
手
帳
の
考

　
　
え
は
。

町
民
課
長　
先
進
自
治
体
で
は
、
現
行

の
紙
ベ
ー
ス
に
付
加
価
値
を
付
け
た
も
の

に
な
っ
て
い
る
。
利
便
性
費
用
対
効
果
な

ど
、
適
切
に
対
応
す
る
。

榎本　真弓

問問 問 妊
娠
期
か
ら
の
伴
走
型
相
談
支
援

の
状
況
は

問問 結
び

えものと まゆみ

村田　桂子
むらた けいこ

地
域
猫
活
動
の
理
解
と
支
援
を

手術した飼い主のいない地域猫（さくら猫）
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総
務
課
長　
時
間
外
勤
務
命
令
・
公
印
、

メ
ー
ル
の
取
り
扱
い
は
継
続
し
て
適
正
に

行
な
わ
れ
て
お
り
、
新
人
・
会
計
年
度

任
用
職
員
を
含
む
職
場
内
研
修
は
積
極

的
に
各
種
実
施
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

ま
と
め　
私
は
第
三
者
委
員
会
に
携
わ
っ

た
者
の
責
任
と
し
て
、
今
後
も
町
に
継

続
し
て
そ
の
取
り
組
み
を
問
い
か
け
て
行

く
。
　
理
事
者
、
課
長
に
は
、
職
員
が
「
仕

事
で
病
ん
で
は
い
な
い
か
、
明
る
い
笑
顔

で
町
民
と
向
き
合
え
て
い
る
か
」
各
部
所

で
ご
覧
頂
き
、
二
度
と
不
祥
事
が
発
生

す
る
事
の
な
い
よ
う
、
常
に
細
か
な
配
慮

を
な
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
を
す
る
。

見
直
し
や
分
別
方
法
の
変
更
を
伴
う
場

合
は
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
検
討
を
す
る

に
し
て
も
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
今
後
進
め
て
い
く
と
い
う
事
で
良

　
　
い
か
。

町
長　
時
間
が
か
か
る
と
い
う
事
は
あ

る
。
こ
う
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
再
利
用
、

循
環
型
と
い
う
事
は
今
後
の
環
境
問
題

も
含
め
て
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
、
又
広
域
的

な
部
分
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
事

と
町
民
の
皆
様
、
企
業
の
ご
理
解
を
得

な
い
と
い
け
な
い
し
ご
協
力
も
必
要
で

あ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
と

ク
リ
ア
し
て
い
か
な
い
と
す
ぐ
に
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
基
本
的
に

は
今
後
そ
う
い
う
方
向
に
行
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
な
と
私
は
思
っ
て
い

る
。

 

Ｓ
Ｆ
Ｄ
燃
料
化
装
置
は
有
効
な
選

　
　

 

択
肢
と
し
て
研
究
い
た
だ
き
た

い
。

一 般 質 問  　質問者による要約

 

平
成
29
年
度
発
生
の
不
祥
事
事

　
　

件
の
折
、
設
置
さ
れ
た
第
三
者

委
員
会
か
ら
受
け
た
提
言
を
理
事
者
等

は
ど
の
様
に
認
識
し
、
現
在
も
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
。

町
長　
行
政
が
担
う
範
囲
の
拡
大
・
複

雑
化
す
る
中
、
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
。

　
ま
た
、
風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
の
構

築
に
よ
り
、
２
度
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返

さ
な
い
環
境
作
り
を
目
指
し
て
い
る
。

教
育
長　
教
育
・
保
育
の
現
場
で
も
提

言
を
重
く
受
け
止
め
、
継
続
し
て
職
場
づ

く
り
に
取
組
ん
で
い
る
。
併
せ
て
職
員
の

資
質
向
上
に
関
し
て
の
講
習
・
研
修
を

年
間
計
画
に
取
入
れ
て
実
施
し
て
い
る
。

副
町
長　
総
務
省
、
類
似
団
体
別
統
計

で
は
立
科
町
は
中
間
く
ら
い
の
職
員
数
で

あ
る
。

　
人
事
異
動
に
関
し
て
は
２
年
に一度
異

動
希
望
調
査
を
行
な
う
よ
う
に
し
、
ま

た
、
以
前
よ
り
も
余
裕
を
持
っ
て
内
示
を

行
な
って
い
る
。

問 提
言
は
今
も
活
か
さ
れ
て
い
る
か

問　
紙
お
む
つ
を
温
泉
館
の
熱
源

の
一
つ
と
し
て
活
用
し
て

は
！

答　
現
段
階
で
は
多
く
の
課
題
が

あ
る
。
提
案
と
し
て
し
っ
か

り
受
け
た
ま
わ
る

 

今
後
増
加
す
る
使
用
済
み
紙
お
む

　
　

 

つ
を
「
廃
棄
物
」
か
ら
「
燃
料
」

に
変
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を

行
い
、
循
環
型
社
会
の
推
進
、
そ
し
て

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
と
し
て

の
有
効
活
用
、
環
境
負
荷
軽
減
と
し
て

立
科
町
と
し
て
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
。

町
長　
使
用
済
み
紙
お
む
つ
だ
け
を
別

に
、
有
効
利
用
す
る
と
な
る
と
、
現
在

の
枠
組
み
で
あ
る
佐
久
地
域
循
環
型
社

会
形
成
推
進
地
域
計
画
及
び
立
科
町
一

般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
基
本
計
画
の

問

問結
び

いまい けんじ
今井　健児

芝間　教男
しばま のりお

残業で灯りがともる役場庁舎
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●出産･子育て応援給付金
　妊娠届提出時に出産応援金、出生届提出時に子育て応援金としてそれ
ぞれ５万円を給付する。
　令和４年４月１日以降に妊娠届を提出及び同日以降に出生された児童が
対象。２月15日から事業を開始した。

一般会計補正予算（第11号）

　国の補助金等を活用して次の事業費を計上
①新型コロナウイルスワクチンの春夏接種及び秋
冬接種に必要な接種体制を整える。
②役場の窓口で各種使用料･手数料などの
キャッシュレス決済を可能にする。
③転入･転出等の手続の際、住所･氏名などを繰
り返して記載させないようにする｢書かせない
窓口システム｣構築費
④町のホームページへの※ＡＩチャットボットの導
入経費

⑤令和 5 年 3月から令和 6 年 2月までにマイナ
ンバーカードを取得した町民に、町独自で
5,000 円相当のポイントを付与する。
⑥地域一体となった観光地の再生のため、道の駅
の高付加価値化を計画するための設計委託料

令和５年度の一般会計補正予算と、移住促進住宅設置及び管理条例の制定を全会一致で可決した。

令和 5年一般会計補正予算（第 1号）

　
立
科
町
は
、
蓼
科
山
２
５
３
１

ｍ
か
ら
５
５
５
ｍ
の
標
高
差
の
大

き
い
町
で
す
。
そ
の
た
め
、
弥
生

３
月
と
い
え
ど
も
標
高
１
５
３
０

m
の
女
神
湖
一
帯
は
、
一
夜
に
し

て
見
事
な
雪
景
色
に
変
貌
。
自
然

が
作
っ
た
雪
景
色
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
し
ま
し
た
。
移
住
希
望
者
の
目

に
留
ま
り
ま
す
よ
う
に
。

　
大
阪
管
区
気
象
台
は
３
月
19

日
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
開
花
し
た

と
発
表
し
ま
し
た
。
１
９
５
３
年

の
観
測
開
始
以
来
、
２
０
２
１
年

と
並
ん
で
最
も
早
い
開
花
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
東
京
都
心
部
の
開

花
は
３
月
14
日
。
全
国
的
に
開
花

時
期
が
平
年
よ
り
早
ま
り
ま
し

た
。
雪
の
花
、
桜
の
花
、
ど
ち
ら

も
自
然
の
力
を
実
感
し
ま
す
。

　
今
期
の
編
集
委
員
会
の
議
会
だ

よ
り
は
、
今
回
が
最
後
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
ご
高
覧
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

榎
本
真
弓

○
今
後
と
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を

　
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委 

員 

長 

村 

田 

桂 

子

副
委
員
長 

中 

村 

茂 

弘

委　
　
員 

榎 

本 

真 

弓

 

中 

島 

健 

男

 

芝 

間 

教 

男

 

今 

井 

健 

児

集
後
記

編

※ＡＩチャットボット。
　ＡＩ（人工知能）を活用し、手続や制度に対する様々な問い
合わせにチャット（対話形式）で自動応答する。

　24時間365日いつでも対応。
　ＡＩの学習能力によって、徐々に自己学習し、賢くなっていく
とされている。

２月14日に開催第１回臨時議会

3月27日に開催第2回臨時議会
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